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あらまし：非同期型 eラーニングによる授業科目を複数大学で共同開講している場合，各大学は共通の認

証連携方式を用いることが前提となる．ただし，諸事情により，共同実施全体として認証連携の変更を行

う際には，各大学の移行タイミングの違いにより，両認証方式が利用可能な形で移行期間を設定する等，

円滑な移行に向けた配慮が必要となる．本稿では，四国地区 5国立大学間連携おいて，“学認（GakuNin）”

へ認証連携移行させることに伴う技術的な課題や大学間の調整に基づく運用上の移行対応を紹介する． 
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1. はじめに 

 徳島大学，鳴門教育大学，香川大学，愛媛大学，

高知大学では，四国の e ラーニング基盤を活用し，

四国地区における 5 国立大学連携構想における大学

教育を共同実施することによって，連携大学全体の

教育の質向上に取り組んでいる(1)． 

そのベースとなる非同期型 e ラーニング授業科目

（以下，知プラ e 科目とよぶ）の展開方法として，

これらの映像コンテンツ等は，作成・編集元である

各大学の LMS（Learning Management System）内で，

登録・分散管理されている．このため，連携校を含

む履修学生は，科目提供大学の LMS へアクセスす

ることになる．ただし，この環境下で，各大学の学

生は，LMS ごとのアカウント発行は不要となってお

り，自大学より発行されたアカウント 1 つで，全て

の連携校の LMS にアクセスできる．これは，共通

の認証連携方式（Shibboleth）を用いることで分散透

過性を確保し，利用者の高い利便性を実現している． 

一方で，学内的な統一の認証方式の採用・変更等

の事情により，共同実施全体として新たな認証連携

に変更する必要性が生じる可能性がある．その際，

各大学の移行タイミングの違い等により，両認証方

式が利用可能な形で移行期間を設定する等，移行を

円滑に実施するための配慮が必要となる．本稿では，

四国地区 5 国立大学間連携において，この認証連携

方式を NII（国立情報学研究所）が提供する“学認

（GakuNin）(2)”へ移行させることに伴う，技術的な

課題や大学間の調整に基づく運用上の移行対応を紹

介する． 

 

2. Shibbolethを用いた連携認証と変更経緯 

5 大学の学生は，知プラ e 科目を，科目提供大学

の LMS である“Moodle”にログインして受講する．

この受講形態を実現するため，本共同実施は，当初

より，技術的には学認と同じ米国 Internet2 が開発し

た Shibboleth を用いている．この Shibboleth の仕組

みの中核である5大学連携用のDiscovery Service（DS）

を香川大学（基幹校）に設置し，Id Provider（IdP）

及び Service Provider（SP：本稿では Moodle を指す）

を各大学に配置したLMS分散型の eラーニングシス

テムを構築している（図 1左側）． 

 一方で，学認は，平成 21年度に全国の国立大学と

NII が連携し，構築・運用され，近年では，様々な

SP が連携先として，提供されている．例えば，

Springer 等，複数の電子ジャーナルの認証にも対応

している．通常，セキュリティ上の事情から，学外

ネットワークより学内アカウント利用（直接 LDAP

へのアクセス）を認めていない場合でも，学認を用

いれば，Idpを通じて，安全にこうした SP も利用で

きる仕組みとなっている．このような背景の中，各

連携校での学内的な需要の高まり等もあり，本共同

実施として，認証連携方式を学認へ変更することと

なった．今後，全ての連携校が完全移行した後は， 

NIIが設置するDSのみ利用する形となる（図 1右側）． 
 

3. 変更に伴う課題と移行対応 

 認証連携方式の移行作業は，移行予算や運用的な

事情を含め，学内の認証連携先にも影響する可能性

があることから，各大学の全学的なシステムリプレ

イスのタイミングで，関係情報基盤と合わせて，一

括して行うことが想定される．このため，各連携大

学の学認移行タイミングを完全に同期させるのは難

しく，実際に本共同実施においても，それぞれの移

行時期が異なっている．この場合，複数の認証方式

が存在する混在時期が生じ，仮に受講時期と重なる

場合，利用者に混乱をもたらさないように，アクセ

ス方法変更等の周知に配慮しなければならない．ま

た，異なる時期に，方式変更が各大学で逐次実施さ

れる場合に，大学間で処理しなければならない運用

課題例として，以下があげられる． 
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【大学間で生じる運用的な課題例】 

(ア) 学内のセキュリティ的な観点等の事情により，

認証方式として，学認への完全移行が求められ

る場合，連携大学から，移行前の認証方式を受

け付けることができない可能性がある． 

(イ) (ア)のような事情がある場合，認証を受けられ

ない，つまり，直接対象のコンテンツにアクセ

スできなくなる移行前の連携大学に対し，何ら

かの方法で，同コンテンツにアクセスできるよ

う配慮する必要性が生じる． 

 

（ア），（イ）に対して，実際に香川大学では，基

幹校の役目として，学内認証方式・Moodleともに学

認へ移行した愛媛大学のコンテンツを重複して香川

大学の Moodle にも登録している．これにより，愛

媛大学から提供されるコンテンツについては，香川

大学を含め，学認移行前の連携大学の学生が，移行

完了までの間，香川大学の Moodle からコンテンツ

にアクセスできることにより，従来の認証連携方式

を用いた受講を保証している．一方で，以下のよう

な技術的な課題も考慮する必要がある． 

 

【大学間で生じる技術的な課題】 

(ウ) 完全移行までの間，各大学の Moodle が複数の

DS（香川大学設置，NII 設置）を利用できる技

術的な実装と運用が実現しなければ，(ア)と同

様の運用形態が存在することになる．これを解

消するのであれば，複数の DS にリダイレクト

可能になるよう， SP 側の技術的な課題を解消

する必要がある（図 1 中央） 

(ウ)の課題に対して，香川大学は，少なくとも全

ての連携大学が学認移行を完了するまでは，(イ)に

対する配慮および，香川大学の DS を利用した知プ

ラ e 科目より先行する単位互換科目提供(3)の技術的

な仕組みも引き続き保証する観点から，現在，(ウ)

の課題を考慮した新しい SPの実装を検討している． 

 

4. おわりに 

仮に，大学連携 e ラーニングを新規に実施する場

合，その認証連携方式として，本共同実施の移行後

の方式である“学認”の利用が，学術面での SP が

様々用意されていること等から，認証連携としては，

望ましい状況である．しかしながら，今後，新たな

認証方式の登場・主流化により，今回の事例と同様

に新たな移行の必要性が生じる可能性は必ずしも否

定できない．このため，本稿で述べた認証連携方式

の移行方法や対応事例は，今後複数大学間で，非同

期型 e ラーニングを共同実施する際の先行事例にな

りうる． 

最後に，知プラ e 科目の運用・システム構築にご

協力いただいている関係諸氏に謝意を表する． 
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図 1: 認証連携方式の変更に伴う DS，コンテンツ提供する SP および Idp の関係性の遷移 
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